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宿泊支援等の概要
インフラ復旧工事や公費解体の迅速化のため、支援者へ市内宿泊施設の空き状況や食事の有無、料金等の情報を七尾
市ホームページ等で公表。

時 期 令和6年4月～７月中旬までは、週１回、それ以降は２週間に１回度公表し、現在も継続中
周知方法 市ホームページ、ＳＮＳ、新聞報道

チラシ配布（石川県・七尾市建設業協会、石川県構造物解体協会、県・市ボランティアセンター）
営業施設 38施設（ 4月4日時点）→ 47施設（ 8月2日時点）

■支援者などへの宿泊などの情報提供
①七尾市ホームページ上で宿泊エリアごとに掲載
・和倉温泉エリア
・能登島エリア
・七尾エリア（和倉温泉以外）
・中島エリア
・田鶴浜エリア

合わせて、国土交通省、石川県、和倉温泉旅館協同組
合、ななお・なかのとＤＭＯ、能登島観光協会に情報
を提供

②HPで「能登半島広域観光協会」 の「支援者向け宿泊
施設空室状況」をリンクし、情報を提供

③和倉温泉旅館協同組合HPの「和倉温泉飲食店営業
状況」もリンクして空室状況とともに提供
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災害ボランティア・テント村の概要
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○ 岡山県総社市及びNPO法人ピーク・エイドから、テント村設置（支援策）の申し出（２月）
目的：災害ボランティアの宿泊拠点とし、七尾市内でのボランティア活動時間の確保につなげるため

○ テント及びテント下に設置するパレット等の設備関係準備＝総社市及び総社市関係団体等
○ テントの設置・撤去作業＝総社市、協力自治体、その他関係団体等
○ テント村の運営＝総社市、赤磐市、南砺市、鎌倉市
○ ボランティアの募集・問い合わせ受付＝東大阪市、和泉市、海老名市
○ 七尾市＝設置場所を提供（七尾城山野球場）

テント数＝100張（1張2人用・・・最大200人宿泊可）
■運営期間

3月24日～5月29日（67日間）

■テント村に係るボランティア数
約5,400人

■よかった点
・ボランティアが一定期間、継続的に活動
出来たこと（連泊）
・テント村に関わった自治体同士の協力・
連携意識が高まったこと（災害時におけ
る相互協力意識の共有）

■課題
・同様の宿泊拠点の設置・運営を被災自
治体で行うことは困難（マンパワー不足）
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